
 

 

7月期相場概況 
 
 
7 月期の日経平均株価は約 155 円上昇した。期中の高値は 7/14 の日中高値
9,807円、安値は 7/6の日中安値 9,091円。 
前期は 6 月下旬から米国景況感の悪化観測から日経平均は再び売り込まれ、4
月終わりからのギリシャショックの際の下落でＷボトムを形成していた 9,400
円のラインを割り込んで 9,382円で引けた。 
今期 7 月に入ってからも、米国の景況感悪化から円高・米国株安は止まらず、
ドル円は一時 87 円割れ、米国株も 2 月安値を割り込み、日経平均も 7/6 に 2
月安値の 9,000円の大台割れ一歩手前の 9,091円まで下落した。しかし 7/6は
午前のうちに切り返し、終値で大幅反発の 9,338円、その夜の米国株も大幅反
発し反発局面入り、その後も海外株、日経平均とも大幅の反発し、9,585 円で
7月 SQを迎えた。 
SQ 後は米株その他海外株はしっかりとした上昇を維持していたが、日経平均
はドル円の回復の鈍さからか頭の重い展開が続き、7/14に 9,800円を付けた後
は、9,500円を中心として 9,200円近辺~9,700円の狭い範囲でのもみ合いとな
り、結局 9,537円で今期を終えた。 
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